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Covers of Music Sheets Arranged by 
Rudolf Dittrich, a Foreign Teacher at 
the Tokyo Academy of Music: Nippon 
Gakufu, Rakubai, Yoï! Marsch and 
Tēkona Marsch

抄　録

お雇い外国人教師のルドルフ・ ディットリヒは、日本音楽を編曲した楽譜を出版したが、

その装画には、ちりめん本の長谷川武次郎の工房で制作された絵や、浮世絵の複製版画

が用いられた。箏曲や三味線流行歌のみならず、木遣唄の仕事唄や祝い唄、神田祭や三

社祭の祭礼にも関心を寄せていたことが窺える。五線譜、解説、そして装画による音楽

誌を著すことで、日本滞在中に見聞きした日本音楽や風俗を書き留めようとしたと考え

られる。

Summary

The covers of Dittrich’s music sheets were produced in the workshop of HASEGAWA Takejirō, 
a publisher of crepe paper books, or converted from reproductions of ukiyo-e and nihon-ga 
prints. Dittrich was interested in not only koto music and shamisen popular songs, but also 
kiyari-uta (workmen’s songs) related to labor and weddings, and the Kanda and Sanja festivals, 
for instance. He aspired to publish a music journal with staves, commentary and covers to 
document the Japanese music and customs that he observed and heard during his stay in Japan.
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1.  はじめに

本稿は、東京音楽学校のお雇い外国人教師ルドルフ・ディットリヒ Rudolf Dittrich

（1861-1919）が出版した日本音楽の楽譜について考察するものである。ディットリ
ヒはオーストリア出身の音楽家・音楽教育家で、1888（明治21）年11月から1894（明
治27）年7月まで日本で暮らした。日本滞在中に見聞きした日本音楽の旋律に、和声
伴奏を付けてピアノ用に編曲し、帰国と前後して楽譜を出版した。『Rakubai（落梅）』
（1894）と『Nippon Gakufu（日本楽譜）』第1・2集（1894; 1895）はライプチヒのブライ
トコプフ・ウント・ヘルテル社 Breitkopf & Härtel より、『Yoï! Marsch（ヨーイ！マー
チ）』と『Tēkona Marsch（テコナ・マーチ）』（いずれも刊行年不明）はウィーンのヨー

ゼフ・エーベルレ社 Josef Eberleより出版された。
近年、ディットリヒに関する研究や、ジャポニスム音楽作品の楽譜に関する研究

が進展している（平澤 2019、釘宮 2020、光平 2022）。なかでも『Nippon Gakufu』は、
ジャコモ・プッチーニGiacomo Puccini（1858-1924）作曲の歌劇《蝶々夫人》（初演
1904年）に旋律が引用されていることが指摘されており（佐々川 1988、Hara 2003）、
1890年代後半から1900年代初頭の欧米における日本音楽のイメージ形成に影響を与
えたと考えられる。

ディットリヒは、楽譜の出版を通して、日本音楽を記録し、海外に伝えようとして

いた。当時日本で刊行されていた日本音楽の五線譜の楽譜を参照しただけでなく、五

線譜が刊行されていない日本音楽は自身で採譜した。そして五線譜とともに、曲名や

歌詞を日本語のローマ字表記で記載し、歌詞の翻訳や注釈をドイツ語と英語で記載し

た。原曲の日本音楽が演奏される場所や、用いられる楽器についても記述していた。

楽譜の装画については、浮世絵を転用したり、曲の内容に合わせて特注したりしてい

た。ディットリヒにとって、楽譜の装画は、楽譜や解説とともに日本音楽を伝える重

要な媒体だったと考えられるが、これまで論じられることは少なかった。そこで本稿

では、ディットリヒの楽譜の装画に着目し、どのような絵画が用いられたのか明らか

にすることで、ディットリヒが何を伝えようとしたのか考察することを目的とする。

具体的には、装画の原画となった絵画を同定し、原画の流通状況や入手方法、改変点

等を明らかにする。

2.  ディットリヒについて

ディットリヒは、1861年にオーストリア・ハンガリー帝国ガリチア地方ビアラ（現
在のポーランド）で生まれ、ウィーン・コンセルヴァトリウムを卒業後、オルガニ

スト、合唱指揮者、音楽教師として活動を始めた。1888（明治21）年、27歳のとき
に東京音楽学校のお雇い外国人教師として、妻ペリーネ Petronella（1860-1891）と
ともに来日した。京橋区のホテル精養軒で仮住まいののち、本郷の新教師館に移っ

た。東京音楽学校では、ヴァイオリンや歌唱、音楽理論の授業を担当し、講義はすべ

て英語で行った。教え子には、幸田延（1870-1946）・幸田（安藤）幸（1878-1963）姉
妹らがいる。
1891（明治24）年にペリーネが亡くなってからは、森菊という日本人女性と暮らす
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ようになった。森菊は三味線を弾く女性だったようで、ディットリヒの創作活動に影

響を与えた。森菊との間には男子をもうけていたが、1894（明治27）年に東京音楽学
校との雇用期間が終了し、ともに帰国することはかなわず、単身帰国した。

【表1】は、ディットリヒがピアノ用に編曲した日本音楽の楽譜である。筆者は各所
蔵機関のデジタル資料を閲覧した。本稿ではこれらの楽譜を研究対象とする。

ディットリヒが編曲した日本音楽は、箏曲、三味線流行歌、木遣唄に大別すること

ができる。箏曲の楽譜は、ディットリヒが来日した前月の1888（明治27）年10月に、
五線譜『箏曲集』が音楽取調掛より刊行されていた。『箏曲集』には15曲の箏曲の五線
譜が収載されているが、ディットリヒは《姫松》《さくら》《花競》《落梅》の4曲を編曲
した。

三味線流行歌の楽譜は、明治24（1891）年に五線譜『西洋楽譜　日本俗曲集』が大阪
の三木書店より刊行されていた。『西洋楽譜　日本俗曲集』は、大阪陸軍第四師団軍

楽隊長の永井岩井による選曲、一等軍楽手の小畠賢八郎による調曲で、初版（1891）
以降、八版（九版）（1899）まで刊行された。ディットリヒは三版（1892）または四版
（1893）を参照したと考えられ、《権兵衛が種蒔く》《琉球節》《来いと云たとて》《お江
戸日本橋》を編曲した。上記以外の三味線流行歌や、木遣唄については、ディットリ

ヒが自身で採譜したと考えられる。

『Rakubai』と『Nippon Gakufu』を刊行したブライトコプフ社は、ライプチヒのほか、
ブリュッセル、ロンドン、ニューヨーク等に販売拠点を持っていた。ディットリヒは、

日本滞在時から横浜のドーリング商会 J. D. Doeringを通してブライトコプフ社と連絡
を取り合っていた（越懸澤 2018）。ドーリング商会は、ハンブルク出身のピアノ製造
業、楽器・楽譜商で、1881（明治14）年に外国人居留地で開業し、ブライトコプフ社
の日本・中国・香港における販売特約店だった。『Nippon Gakufu』第1集の東京藝術
大学附属図書館所蔵本は、ディットリヒからから献呈されたものであり、「Tokyo 9/6 
1894.」（1894年6月9日）の日付がある。ディットリヒは同年8月1日に横浜港を出港し
て帰国の途についたため、帰国前に日本で受け取って寄贈したと考えられる。

表1. ディットリヒ編曲ピアノ作品

書名 出版年 出版社
（※1）

値段
（※2） 大きさ 頁数 所蔵（※3）

『Rakubai』 1894 B&H 1.5マルク 36×
27.5cm 3 藝大PSOLO/177/a

日文研YP/17/Di

『Nippon Gakufu』第1集 1894 B&H 3マルク 約37cm 11
藝大PSOLO/175/a
日文研YP/17/Di
楽友Ⅶ28546b

『Nippon Gakufu』第2集 1895 B&H 3マルク 約35cm 19 楽友Ⅶ28546
『Yoï! Marsch』 不詳 J. E 1.5マルク 6 藝大PSOLO/P1502/2
『Tēkona Marsch』 不詳 J. E 1.5マルク 6 藝大PSOLO/P1501/2

※1）B&H…Breitkopf & Härtel、J. E…Josef Eberle
※2）値段は各楽譜の表紙に記載。
※3）藝大…東京藝術大学附属図書館、日文研…国際日本文化研究センター、楽友…ウィーン楽友協会
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3.  楽譜の装画について

（1）『Nippon Gakufu』第1集（1894）

『Nippon Gakufu』の表紙には、ドイツ語と英語による副題が付けられている。ドイ
ツ語では「Sechs Japanische Volkslieder gesammelt und für das Klavier bearbeitet fon RU-
DOLF DITTRICH」、英語では「Six Japanese Popular Songs collected and arranged for 
the Pianoforte by RUDOLF DITTRICH」である。ドイツ語では「6つの日本民謡」、英
語では「6つの日本流行歌」を意味している。第1集には6曲が収載されており、1《地
搗歌》、2《祭囃子》、3《さくら》、4《権兵衛が種蒔く》、5《婚姻の歌（めでた）》、6《琉
球節》である。いずれも曲名と歌詞はローマ字で表記され、ディットリヒによる解説

がドイツ語と英語で記されている。三味線伴奏や箏伴奏等、原曲の日本音楽の楽器に

ついて書かれているものもある。

第1集の表紙の下部には「Kunst-Druckerei」「T. Hasegawa, Tokyo」と記載されてい
る。「Kunst-Druckerei」は美術印刷所、「T. Hasegawa, Tokyo」は東京・京橋区で欧文
挿絵本のちりめん本を出版していた長谷川武次郎（1853-1937）の工房と思われる。ち
りめん本は、日本の昔話や民話を欧文に翻訳した本で、外国人の土産用として人気が

あった。用紙に縮緬のようなしわを付けていたことから、ちりめん本と呼ばれてい

た。ディットリヒは来日してしばらくは京橋区のホテル精養軒で仮住まいをしており、

長谷川武次郎の工房を知っていたと考えられる。

長谷川武次郎のちりめん本は、日本の風景や植物を繊細に描くところに特徴があ

る。楽譜の装画にもその特徴が生かされており、全体が黄色い花で縁取られている。

これは菊の花で、ディットリヒとともに暮らした森菊を表していると思われる。三味

線曲の採譜や歌詞の翻訳に、森菊の協力があったことをうかがわせる。また、「日本

樂譜」の漢字表記とともに、ディットリヒがサインの代わりに用いていた「日土理非」

という印も印刷された。

表紙には、6曲の収載曲それぞれに対応した絵が配置されており、それぞれに①～
⑥の番号が付されている。①は、1曲目の《地搗唄》を表している。櫓を組み、土固め
の作業をするなかで、力を合わせるために声を掛け合っている様子が描かれている。

歌詞は「音頭取り：君が田と　我が田をならせ　畦ならせ」「人足：谷の流れで　亀遊

ぶ」とあり、木遣唄の仕事唄と思われる。ディットリヒによって旋律が採譜され、和

声伴奏が付けられた。旋律には音頭取りによる独唱と、人足による斉唱の歌い分けも

記されている。現在の江戸木遣では「君が為め　我が田を均
なら

せ　君が為め」「畦ならせ

　我が田と思い　君が田をならせ」「峰の小松にひな鶴翔
かけ

て　谷の流れで亀遊ぶ」とい

う歌詞が伝承されており（和泉 1984）、ディットリヒの書き記した歌詞と類似してい
る。

②は、2曲目の《祭囃子》を表している。神田祭の山車行列が描かれており、21番
竪大工町の棟上人形と、16番富松町の猩々人形が描かれている。囃子や白狐の舞、
花笠の群衆も描かれている。神田祭は天下祭と称され、山王祭と隔年で開催された。

山王祭では現在も山車行列が行われているが、神田祭では1889（明治22）年9月を最
後に山車行列が行われなくなり、山車は各町に備え付けられるのみとなった。ディッ

トリヒは1888（明治21）年11月に来日しているため、神田祭の最後の山車行列を見物
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した可能性がある。

ディットリヒによって採譜された旋律は、林家三平（初代・二代）の出囃子《祭囃

子》や、清元節《神田祭》の合の手に類似している。歌詞は「声かまびすしく　割竹に

　先を払わせ　金棒は　真間の手古奈か　手古前が　女とも見え　男とも見えて　優

しき梅柳　色香を増すの　揚障子　踊屋台と　右左」とある。類似する歌詞が、明治
30年代の風俗誌『東京風俗誌』のなかに、浅草三社祭に関連する俗曲として記されて
いる（平出 2000：上：144）。また、常磐津節の《三世相》三社祭礼の段にも同様の歌
詞があるが（九世常磐津文字太夫 2012）、旋律は異なっている。なお、花笠の群衆の
なかに、ひとり赤い着物の女性が描かれているが、森菊による手古舞の姿を留めたも

のではないだろうか。

③は3曲目の《さくら》を表しており、茶屋で桜の花見をしている様子が描かれて
いる。旋律は『箏曲集』を参照したと考えられる。

④は4曲目の《権兵衛が種蒔く》を表しており、歌詞の「権兵衛が種まきゃカラスが
ほじくる」の場面を描いている。旋律は『西洋楽譜　日本俗曲集』を参照したと考え

られる。権兵衛とカラスの右側には三味線を弾く門付芸人の鳥追い、左側にはよかよ

か飴売りが描かれている。よかよか飴は、男女が二人連れで飴を売り歩き、男性が

飴の入った桶を頭に載せて太鼓を打ち、女性が三味線を弾いた（平出 2000：上：71）。
門付芸人や行商人によって、三味線流行歌が演奏されていた様子が描かれている。

⑤は5曲目の《婚姻の唄（めでた）》を表しており、婚礼の場面が描かれている。歌
詞は「独唱：めでた　めでたは 若松様よ！枝も栄ゆりゃ　葉も茂る！めでたや！」
「斉唱：千代の子めでたや！」とあり、木遣唄の祝い唄と思われる。現在の江戸木遣

では「御
ご

代
よ

は目
め

出
で

度
た

の若松様よ　枝も栄えて葉も繁る」「千代の子やァ　千代の子やァ

　ヤヽヽアあゝゝほをォ／＼」という歌詞が伝承されており（和泉 1984）、類似して
いる。

⑥は6曲目の《琉球節》を表している。3人の男性が描かれており、髷が琉球のカタ
カシラの結い方であることから、琉球の人々を表している。旋律は『西洋楽譜　日本

俗曲集』を参照したと考えられる。

このように、『Nippon Gakufu』第1集の装画は、ちりめん本の長谷川武次郎の工房
で、収載曲の内容に合わせて制作されていた。収載曲のうち、《さくら》は箏曲、《祭

囃子》《権兵衛が種蒔く》《琉球節》は三味線俗曲・流行歌、《地搗唄》《婚姻の唄（めで

た）》は木遣唄に分類することができる。ディットリヒの三味線流行歌への関心は、

英語による副題「Six Japanese Popular Songs」（6つの日本流行歌）にも現れている。労
働や婚礼の生活に根差した木遣唄や、神田祭や三社祭の祭礼の情景も書き残そうとし

ていた。そして、随所に森菊への思いが込められていた。ディットリヒは、五線譜と

解説、そして装画によって、日本音楽とそれが演奏される場を記述しようとしてい

た。（図1）

（2）『Nippon Gakufu』第2集（1895）

『Nippon Gakufu』第2集は、ディットリヒがウィーンに帰国後の1895年に刊行され
た。第2集の副題は、ドイツ語では「Zweite Folge. Zehn Japanische Lieder」、英語で
は「Second  Series. Ten Japanese Songs」とあり、どちらも「第2集　10の日本の歌」を
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図1. 上：『Nippon Gakufu』第1集（ライプチヒ：ブライトコプフ・ウント・ヘルテル社、1894年、約37cm）
（東京藝術大学附属図書館PSOLO/175/a）下：挿絵の配置図
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意味している。第2集には10曲が収載されており、1《来いと云たとて》、2《どっこ
いしょ》、3《せっせっせ》、4《山寺》、5《姫松》、6《ちゃちゃらつ囃子》、7《花競》、8
《はうた》、9《地搗唄　第2番》、10《お江戸日本橋》である。このうち、《姫松》《花競》
は箏曲、《来いと云たとて》《どっこいしょ》《せっせっせ》《山寺》《ちゃちゃらつ囃子》

《はうた》《お江戸日本橋》は三味線俗曲・流行歌、《地搗唄　第2番》は木遣唄であり、
三味線俗曲や流行歌の割合が大きい。*1

第2集の装画には、喜多川歌麿（1753-1806）の浮世絵「遊女見立五人囃子」より、「松
葉屋内染之助」（1797（寛政9）年、丸屋文右衛門）が用いられた。遊女染之助が小鼓を
演奏している図である。五枚続きで、ほかに「歌川」謡、「脊山」笛、「松風」大鼓、「喜

瀬川」太鼓があった。ディットリヒは、『Nippon Gakufu』第1集の装画は収載曲に応
じて特注することができたが、第2集の出版は帰国後だったため、ディットリヒ自身
で原画を用意する必要があった。三味線俗曲や流行歌は座敷唄として演奏されること

が多かったため、遊女の浮世絵が用いられたと思われる。装画に転用するにあたり、

浮世絵の上下の余白部分や「松葉屋内染之助」の文字は削除されたが、「歌麿筆」と極

印はそのまま用いられ、「日本樂譜」の書名と「日土理非」の印が追加された。*2（図2・3）

左：図2. 『Nippon Gakufu』第2集（ライプチヒ：ブライトコプフ・ウント・ヘルテル社、1895年）
（ウィーン楽友協会Ⅶ28546b／Archiv, Bibliothek und Sammlungen der Gesellschaft der Musikfreunde in Wien）
右：図3. 喜多川歌麿「松葉屋内染之助」（江戸：丸屋文右衛門、1797（寛政9）年、38.6×26.1 cm）
（ボストン美術館ビゲロウコレクション11.14251VR／Photograph © [2023] Museum of Fine Arts, Boston）

*1 《せっせっせ》は《さいさい節》、《ちゃちゃらつ囃子》
は《シャシャリツ》の旋律と類似しており、いずれも
三味線俗曲として伝えられている。

*2 『Nippon Gakufu』第2集の表紙は、ウィーン楽友協
会のウェブサイトからも見ることができる。
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（3）『Rakubai』（1894）

『Rakubai』は、1894年にブライトコプフ社より刊行された。楽譜の裏表紙には
『Nippon Gakufu』第1集（1894）の広告が掲載されているため、同時期に刊行された
と思われる。箏曲《落梅》は、歌木検校作曲の地歌《言葉質》や山田流の《江戸紫》を

原曲としていたが、俗曲改良運動によって改曲された。その楽譜が『箏曲集』に収載

され、さらにディットリヒによってピアノ用に編曲された。

『Rakubai』は原曲が箏曲であるため、装画には箏の描かれた浮世絵が用いられた。
原画は、三代歌川豊国（初代国貞）（1786-1865）の源氏絵「姿八景　落雁」（1847（弘化
4）年～1852（嘉永5）年）である。柳亭種彦（1783-1842）の長編小説『偐紫田舎源氏』
の須磨の場面を描いたものである。『偐紫田舎源氏』は、室町時代の設定で、足利光

氏を主人公としている。三代歌川豊国（初代国貞）は、『偐紫田舎源氏』の挿絵を担当

し、その後も多くの源氏絵を残した。

『Rakubai』の楽譜の装画は、「姿八景　落雁」の浮世絵の原画と細部が異なってい
る。まず、豊国の落款「一陽斎豊国画」の字体や年玉印、改印が異なっている。改印

は「姿八景　落雁」は左から「福」「村松」だが、『Rakubai』では右から「福」「村松」と
なっている。次に、「姿八景　落雁」では忍びの者が描かれているが、『Rakubai』では
削除され、屏風は6曲から4曲に縮小された。さらに、屏風の小縁の輪郭や、ススキ
の穂の形状、光氏の着物の柄や敷物の模様、箏の長さや木目、装飾、箏柱の位置が

異なっている。そして、「落梅」の書名と「日土理非」の印が追加された。これらのこ

とから、楽譜の装画に用いられた浮世絵は、「姿八景　落雁」の複製版画と思われる。

東京藝術大学附属図書館には『Rakubai』の手稿譜が残されており、ディットリヒは日
本滞在時から刊行の準備をしていた。豊国の「姿八景　落雁」の複製を絵師等に依頼

し、楽譜の装画に合うように改変したと考えられる。（図4・5）

（4）『Yoï! Marsch』（刊行年不明）

『Yoï! Marsch（ヨーイ・マーチ）』は、ウィーンのヨーゼフ・エーベルレ社より刊行
された。*3標題には「YOÏ! MARSCH aus durchwegs original-japanischer, persörlich ge-
sammelter Motiver und Lieder zusammergestellt von RUDOLF DITTRICH」（ルドルフ・
ディットリヒによって個人的に収集されたモチーフと歌による日本独自のヨーイ！

マーチ）とある。三味線俗曲・流行歌の〈盆踊り〉〈按摩さん〉〈梅は咲いたか〉〈浮世

節〉〈ちょんきなちょんきな〉の5曲の旋律が組曲のように編曲されている。
装画の原画は、初代歌川豊国（1769-1825）の「こうけいし　坂東三津五郎」（1817

（文化14）年）である。1817（文化14）年3月、江戸中村座で三代目坂東三津五郎
（1775-1832）による六変化舞踊「六
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ある。裁
たっ

着
つけ

袴
ばかま
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の文様が描かれている。歌舞伎

舞踊が上演され、浮世絵が刊行されたのは1817年であるため、楽譜の刊行までに年

*3 『Yoï! Marsch』の刊行年は、平澤（2019）では不明と
しているが、東京藝術大学附属図書館のOPACでは
「1904?」と記載されている。
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図4. 『Rakubai』（ライプチヒ：ブライトコプフ・ウント・ヘルテル社、1894年、36×27.5cm）
（国際日本文化研究センターYP/17/Di）

図5. 三代歌川豊国「姿八景　落雁」（江戸：伊場屋仙三郎、1847（弘化4）年～1852（嘉永5）年、25.2× 36cm）
（ボストン美術館ビゲロウコレクション11.43162／Photograph © [2023] Museum of Fine Arts, Boston）
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代の隔たりがあるが、ディットリヒは陽気な曲のイメージに合わせて本図を選んだと

思われる。楽譜の装画では、見出しの「こうけいし　坂東三津五郎」の文字や、扇子

に記された「むつの玉川」の文字、豊国の落款等が削除されている。（図6・7）

（5）『Tēkona Marsch』（刊行年不明）

『Tēkona Marsch（テコナ・マーチ）』は、『Yoï! Marsch』と同様に、ウィーンのヨー
ゼフ・エーベルレ社より出版された。標題には「TĒKONA MARSCH Aus durch-
wegs original japanischer, persörlich gesammelter Geïsha Lieder zusammergestellt von  
RUDOLF DITTRICH（ルドルフ・ディットリヒによって個人的に収集された芸者
の歌によるテコナ・マーチ）」とある。芸者によって歌われた三味線俗曲や流行歌を

収集したものである。〈猫じゃ猫じゃ〉〈ちょうちょうとんぼ〉〈野毛の山〉〈浦島〉〈因

州因幡〉〈とうりゃん〉の6曲の旋律が組曲のように編曲されている。ディットリヒは
『Nippon Gakufu』第1集《祭囃子》においても、芸者衆による手古舞に関連する歌詞
を記している。

装画の原画は、浮世正歳（生没年不詳）の肉筆画『舞妓圖』より、「白拍子」と思わ

れる。ディットリヒは、芸者つまり女性芸能者の始祖として、白拍子の図を楽譜の

装画に用いたと思われる。浮世正歳は元禄期頃の絵師で、浮世絵の始祖とされてい

る。『舞妓圖』は三幅対で、「白拍子」のほかに「男舞」「遊野郎」があった。小林文七

（1864-1923）が所有しており、1892（明治25）年、上野松源樓における第一回浮世絵
展で本図が展示された（山口1988：23）。小林文七は、浮世絵商・蒐集家・研究家で、
パリの日本美術商の林忠正（1856-1906）に倣い、外国人相手に浮世絵の取引を行って
いた。また、1890（明治23）年の『國華』第4号において、アーネスト・フランシスコ・
フェノロサ Ernest Francisco Fenollosa（1853-1908）が「浮世繪史考」という論考を発表

図6. 『Yoï! Marsch』（ウィーン：ヨーゼフ・エーベルレ社、
刊行年不明）（東京藝術大学附属図書館PSOLO/P1502/2）

図7. 初代歌川豊国「こうけいし　坂東三津五郎」（江戸：
松村辰右衛門、1817（文化14）年、約39cm）（早稲田大学
演劇博物館101-6944）
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している。そのなかで、本図の挿絵（木村徳太郎彫造木版、田村鐵之助色摺）が用い

られている。第一回浮世絵展や『國華』第4号の刊行は、いずれもディットリヒの日本
滞在中のことであり、ディットリヒは展覧会や雑誌で本図を知り、複製版画を入手し

た可能性が考えられる。（図8）

なお、【図版3】喜多川歌麿「松葉屋内染之助」と【図版5】三代歌川豊国「姿八景　落
雁」は、ボストン美術館ビゲロウコレクションの所蔵である。ウィリアム・スタージ

ス・ビゲロウ William Sturgis Bigelow（1850-1926）は、アメリカ出身の浮世絵収集家
で、フェノロサの協力者だった。ビゲロウは1882（明治15）年から1890（明治23）年
まで日本に滞在し、浮世絵を収集していた。ビゲロウとディットリヒは、1888（明治
21）年11月から1890（明治23）年までの約1年間、同時期に日本に滞在しており、交
流があった可能性もあるだろう。

4.  おわりに

『Nippon Gakufu』第1集の装画は、ちりめん本の長谷川武次郎の工房で、収載曲
の内容に合わせて制作されていた。『Nippon Gakufu』第2集や『Rakubai』、『Yoï! 
Marsch』、『Tēkona Marsch』の装画は、浮世絵や肉筆画の複製版画が転用されたが、
ディットリヒは収載曲に応じて原画を選んでいた。ディットリヒは、おそらく森菊の

影響により、芸者や手古舞、三味線流行歌に強い関心を寄せていた。また、木遣唄の

仕事唄や祝い唄、神田祭や三社祭の祭礼にも関心を寄せていた。ディットリヒは、日

本滞在中に見聞きした日本音楽や風俗を書き留めるために、楽譜の出版を通して、五

線譜、解説、そして装画による、いわば音楽誌を著そうとしたと考えられる。それは

欧米における日本および日本音楽のイメージ形成に結実することとなった。

図8. 『Tēkona Marsch』（ウィーン：ヨーゼフ・エーベル
レ社、刊行年不明）（東京藝術大学附属図書館PSOLO/
P1501/2）
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なお、浮世絵の入手方法については、小林文七、ビゲロウ、フェノロサら、浮世絵

商や外国人収集家・研究家との交流が考えられるが、今後の課題としたい。
（くろかわ・まりえ／お茶の水女子大学文教育学部、音楽学）
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